
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

55

58

61

64

67

7010,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

14/4 15/4 16/4 17/4

SENSEX指数（左軸）
インドルピー（右軸）

（ポイント） （ルピー/米ドル）

（年/月）

通貨高

通貨安

0

2

4

6

8

10

14/4 15/4 16/4 17/4

（％）

政策金利

（年/月)

消費者物価

10年国債利回り

（No.2,904） 
〈マーケットレポートNo.5,732〉 

2017年11月22日 

2017年11月20日 Moody’sがインドを格上げ 
2017年11月13日 インド、銀行への『資本注入』と市場動向 

政府は大型の景気刺激策 
国営銀行に資本注入 

格上げは市場のサポート要因 

格上げは市場のサポート要因 

インドの経済・市場動向（2017年11月） 

 大手格付け機関のMoody’sインベスターズ・サービシーズは11月16日、モディ政権の改革への取り組みなど

を評価し、インドの長期債格付けをこれまでのBaa3から一段階引き上げて、Baa2としました。 

 市場はインドの格上げを好感しています。過去最高値圏にある株価指数SENSEXは、モディ政権の改革へ

の期待から今後も堅調を維持しそうです。通貨ルピーは、好調な株式市場を背景に底堅い展開が見込まれ

ます。また、経済政策に伴う財政赤字拡大を懸念して下落していた債券市場は大きく反発し、長期金利が

低下しました。債券市場は落ち着きどころを探る展開となりそうです。 

 インド政府は10月24日、大型の経済政策を発表しま

した。これまで懸案であった国営銀行の不良債権問題

に対応し、今後2年間で国営銀行へ多額の資本注入

を行います。また、今後5年間で大規模な高速道路建

設等を実施する計画です。 

 経済政策は、中長期的にインドの経済成長を加速さ

せると見られます。特に、銀行への資本注入については、

不良債権処理進展に伴う融資拡大を通じて景気回

復を後押しすると考えられます。ただし、経済政策に伴

う財政悪化リスクには注意が必要です。 

 10月の消費者物価指数は前年同月比+3.6%と、

市場予想（ブルームバーグ集計）の同＋3.4％を上

回り、9月の同＋3.3％から加速しました。ただし、変

動の大きい食料、燃料、光熱、住居費を除くと、10月

は同＋4.0％と9月の同＋4.2％から鈍化しました。 

 インド準備銀行（中央銀行）は年度後半にかけて物

価がやや上昇すると見ているため、足元の加速は想定

範囲内であり、当面金融政策を据え置くと思われます。 

（注）データは2014年4月1日～2017年11月21日。 
     消費者物価は前年同月比、2014年4月～2017年10月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【インドの株式と通貨】 

【政策金利、10年国債利回りと消費者物価】 

金融政策は据え置きの見込み 
 消費者物価はやや上昇 

（注）データは2014年4月1日～2017年11月21日。 
    （ルピー/米ドル）は逆目盛。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news171120as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/asia_oceania/key171113as.html

